
受賞者： 謝　尚平（カリフォルニア大学サンディエゴ
校スクリップス海洋研究所）

業　績： 大気海洋相互作用研究による気候形成・変動
機構の理解の深化への貢献ならびに国際連携
を通じた若手・中堅研究者の育成

選定理由：
　謝尚平氏は，大学院生時から熱帯大気海洋相互作用
研究に取組み，自ら考案した風速・蒸発・海面水温
（WES）フィードバックの理論に基づき，太平洋東部
や大西洋において熱帯収束帯が平均的に赤道の北側に
偏在する理由を明らかにした．さらに，熱帯太平洋域
の経年変動にはエルニーニョ・南方振動（ENSO）を
引き起こす「東西モード」が卓越するのに対し，東西
幅の狭い熱帯大西洋では，この東西モードに加え，海
面水温偏差の南北勾配がWESフィードバックにより
強化される「南北モード」も共存可能なことを提示し
た．これらの重要な成果により，1996年に山本正野論
文賞，2002年には日本気象学会賞を受賞した．
　その後も謝氏は，熱帯大気海洋相互作用に関する研
究を幅広く展開し，多くの重要な研究成果を挙げた．
特に，北半球冬季に最盛期を迎える ENSOの水温偏差
に伴う大気循環偏差が熱帯インド洋に海洋ロスビー波
を励起して翌夏まで水温偏差をもたらす遠隔影響に着
目し，インド洋の水温偏差が夏季に励起する赤道大気
ケルビン波の東方影響を介して北西太平洋の積雲対流
活動を変動させる傾向を明らかにした（Xie et al. 
2009）．そして，このインド洋からの影響が，北西太平
洋から熱帯インド洋への西向きの遠隔影響とともに，
「インド洋・西太平洋コンデンサー（IPOC）モード」
と呼ばれる広域の大気海洋結合変動モードを形成する
ことを提示した（Xie et al. 2016）．IPOCモードを介す
る季節を跨いだ ENSOの遠隔影響の発見は，日本を含
む広域アジアにおける夏季の大雨（Kamae et al. 2016，
2017）や台風発生の頻度の変動など，季節予報の精度
向上に繋がる重要な成果である．
　謝氏はまた，アジア・太平洋モンスーン域（Ueda et 
al. 2009；Sampe and Xie 2010）や中・高緯度域（Xie 
2004）においても大気海洋陸面相互作用の視点が有用
なことを衛星データから明示し，気候力学研究にブ
レークスルーをもたらした．さらに，地球温暖化に伴
う大気海洋系の変化の空間パターン形成（Xie et al. 

2010）や，熱帯太平洋の十年規模変動がもたらす地球
温暖化の十年規模の停滞（ハイエイタス；Kosaka and 
Xie 2013；Xie et al. 2016）を明らかにした．これら地
球温暖化に関する研究実績から，謝氏は気候変動に関
する政府間パネル（IPCC）第 5次評価報告書では第 1
作業部会の主執筆者を務めた．
　謝氏による一連の研究は，人工衛星観測などによる
高解像度データの活用，簡略化モデルによる数値実
験，気候システムモデルを用いた実験デザインなど，
機知に富む斬新な独自の取組みにより，大気海洋間の
複雑で多様な相互作用の本質を鮮やかに抽出すること
に成功した．また，解説記事や専門書の執筆・編集に
も積極的に関わり（Xie and Carton 2004），気象学・
気候力学の成果を学界全体や社会に普及させることに
も貢献した．謝氏の卓越した研究力は各方面から高く
評価され，先述の本学会からの顕彰に加え，米国地球
物理学連合フェローの称号（2016），米国気象学会ス
ヴェルドラップ金賞及びフェローの称号（2017）が授
与されている．
　謝尚平氏は東北大学で学位取得後，日米の複数の大
学・研究機関にて主導的な立場で研究を進めてきた．
そして，1997年に日米両政府により設立されたハワイ
大学国際太平洋研究センター（IPRC），及び現在在籍
するカリフォルニア大学サンディエゴ校スクリップス
海洋研究所においては，国際的な共同研究や教育プロ
グラム，若手育成プログラムを展開し，日米・米中の
架け橋として尽力し，東アジアの多くの若手・中堅研
究者の育成に顕著な継続的貢献と，それを通じた国際
ネットワークの形成・強化に寄与してきた．さらに，
最近上梓された大気海洋相互作用に関する教科書
（Xie 2023）は，学部専門課程及び大学院課程での講義
や輪読での活用が国際的に期待される．
　以上のように，謝尚平氏の多岐にわたる研究成果は
大気力学と海洋力学に対する深い理解と，それに立脚
した大気海洋相互作用系に対する奥深い洞察に基づい
ている．これら気候形成・変動機構の理解の深化，及
び国際的に活躍する多くの若手・中堅研究者の育成へ
の長年にわたる多大な貢献に対し，同氏に2023年度日
本気象学会藤原賞を贈呈するものである．
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2023年度藤原賞の受賞者決まる
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受賞者： 高薮　縁（東京大学大気海洋研究所）
業　績： 熱帯・中緯度域の雲降水システムの大規模な

組織化に関する先駆的研究ならびに衛星気象
学・気候学の発展への貢献

選定理由：
　地球の熱源とも言える熱帯域の雲降水システムは，
赤道波や渦擾乱などの大規模大気擾乱，エルニーニョ
等のより長い時間規模の気候系の変動など，多様な時
空間スケールにおいて互いに大きく影響を及ぼし合い
つつ，潜熱・顕熱・運動量の輸送や放射過程を通じて
大気の平均的な温度構造や大気大循環の形成に深く関
わっている．高薮　縁氏は博士論文の研究において，
一見乱雑に見える熱帯域の対流活動も，非断熱加熱の
等価深度に着目して整理することで，松野太郎氏が浅
水波の理論から導いた赤道波の分散関係と整合的な解
釈が得られることを観測データから世界で初めて示
し，1998年に日本気象学会賞を受賞した．
　その後，高薮氏はマッデン＝ジュリアン振動によっ
て強いエルニーニョが急速に終息し得ることを示す
（Takayabu et al. 1999）など，熱帯の波動擾乱が絡む
大気海洋相互作用に関する研究に取り組む一方，引き
続き熱帯の対流活動に伴う降水特性に関する観測的研
究を展開した（Takayabu and Kikuchi 2004）．特に，
対流によるサブグリッドスケールの効果を見積もるた
めに柳井迪雄氏が定式化した Q1，Q2について，衛星
観測データから推定する手法を重尚一氏（京都大学）
らとともに開発し（Shige et al. 2007，2008，2009），
熱帯気象の観測的研究に革新的な変化をもたらした．
　さらに高薮氏は，熱帯降雨観測衛星（TRMM）や全
球降水観測計画（GPM）に基づく高解像度の衛星降水
プロダクト作成に取り組む一方（Takayabu et al. 
2010；Hamada and Takayabu 2016），数値気候モデル
における熱帯降水分布の再現性評価（Hirota et al. 
2011）や高解像度全球大気モデルにおける熱帯の深い
積雲対流による運動量輸送に関する研究（Miyakawa 
et al. 2012）も展開した．また，熱帯・亜熱帯の極端降
水の多くが著しく発達した対流性降水系によるもので
はないという傾向も見出した（Hamada et al. 2015）．
そして，近年は中緯度域の降水にも研究対象を拡げ，
西日本に広域豪雨をもたらす降水系とその背景要因の
分類を行う（Shibuya et al. 2021）とともに，夏季日本
域の集中豪雨における「大気の川」の役割や対流圏中
層の水蒸気流入の重要性を指摘した（Hirota et al. 
2016；Tsuji et al. 2021）．なお，高薮氏は熱帯擾乱・
対流活動に関する顕著な研究業績により，日本気象学
会賞や猿橋賞（2007）を受賞したほか，米国気象学会
フェローの称号（2021）や文部科学大臣表彰科学技術
賞（2023）が授与されている．
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　高薮氏は東京大学の教員として数多くの若手研究
者・専門家を育成したほか，日本学術会議や日本気象
学会などで各種委員会委員を務め，気象学および衛星
観測の発展に貢献した．特に，日本学術会議地球惑星
科学委員会地球観測衛星将来構想小委員会の委員長と
して，我が国の地球衛星観測のあり方や統合的戦略立
案の必要性に関する提言や見解案の作成を数年にわた
り主導している．加えて，宇宙航空研究開発機構
（JAXA）の TRMM及び GPMのプロジェクトサイエ
ンティストとして降雨観測衛星ミッションの推進にも
長年貢献している．
　以上のように，高薮縁氏は熱帯・中緯度の雲降水シ
ステムに関して国際的にも高く評価される先駆的研究
を行うとともに，衛星気象学・気候学の発展に多大な
貢献をなしてきたことから，同氏に2023年度日本気象
学会藤原賞を贈呈するものである．
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